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顔印象の言葉による記述と類似顔検索への応用
～ 各顔部品の形状と配置による顔印象を対象として ～
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和文要旨

　実写顔画像から顔部品の形状や配置に関する情報を取得し、これらに対して主成分分析を行うことにより、コン
ピュータによる似顔絵生成が可能である。個々の主成分は顔部品の形状に対して、長さや太さなど複数の属性情報
を含んでいる。複数の主成分の組合せ方によって似顔絵形状が異なる変化をするため、直感的な操作をしにくいと
いう問題がある。本論文では、まず、長さ、太さなどの印象に係わる主成分を明らかにすることで、これらの印象
を定量的に扱い、更に言葉によって記述することを可能にする。次に、個別の主成分得点に関する数値上の相関だ
けでなく、複数の主成分の組合せによって現れる長さ、太さなどの形状変化を考慮した類似顔検索手法を提案する。
主観評価実験により本手法の検索結果が人間の主観と一致していることを明らかにする。
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1.　まえがき
　似顔絵は個人の顔特徴を端的に表現したもので
あり、本人の顔特徴を強調し描画することによっ
て、実写顔画像よりも本人らしさを表現できるこ
ともある。新聞、雑誌、Web などへの掲載、擬
人化エージェントの顔などコンピュータのユーザ
インタフェースとしての利用を始めとした様々な
場面で活用されている。
　顔部品の形状と配置の各々に関する情報に対し
て主成分分析を行い、各主成分得点によって顔特
徴を定量的に記述し似顔絵を生成することができ
る [1]。似顔絵を介して顔を定量的に記述するこ
とで、多数の人間の顔が記録されたデータベース

上から入力顔に類似した人物を検索するというこ
とも可能になる [2] ～ [4]。また、顔部品の形状
と配置に関する主成分得点による定量的記述と似
顔絵としての視覚的表現が一対一に対応付けられ
ていることによって、顔特徴や顔に関する様々な
印象の定量的記述、顔印象の類似性の評価などの
新たな応用も可能になる。
　顔画像データベースの検索、すなわち、類似顔
検索に関しては、個人認証、個人識別の観点から
多くの手法が開発され、実用的な顔認識システム
も稼動してきている [5] ～ [9]。これらにおける
顔認識手法は多岐に渡るが、いずれも実写顔画像
そのものから得られる画像特徴に基づいて検索を
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